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1. はじめに 
 大学教育の変革が進められる中で、大学では Faculty Developer（FDer）、Institutional 
Researcher（IRer）、University Research Administrator （URA）といった従来の教授職














































































（左）伴走者用 OneNote 版      （右）伴走者用 Word 版 
  





た 今 回 パイ ロ ッ トス タ デ ィを 実 施 した 広 島 大学 の URA(University Research 
Administrator)の場合、実際には遠隔地で行ったわけではないということと、業務内容の外
部流出を避けるため、伴走の報告書の共有には広島大学のシステム利用する必要があった。
広島大学の Office365 を利用した。具体的には、入力用のテンプレートを Word と OneNote
で作成し、どんなものが利用しやすいかを検討してもらうこととした。（話の聞き出し方や
リフレクションの仕方に関するマニュアルも作成し、OneDrive 上においた。）作成した




た。いずれも Word 版で OneNote 版を利用した人はいない。これは後にわかったことであ
るが、OneNote 版が使われなかった理由は、そもそも OneNote を使用したことがある人が
いなかったためであった。（今回の実験までは Office365 もメール以外は利用されていなか












































[1] 日本教育工学会 第 31 回 全国大会講演論文集, 2015-09-21 
 
  
図 3 伴走者型支援の WEB サイト（左）と伴走者と走者のためのルーブリック（右） 
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